第１学年　　道徳指導案
１　主題名　「力を合わせ、よりよい社会の実現に努めようとする心」【４－（２）公徳心、社会連帯】
２　資料名　「富士山を汚すのはだれか」：出典「あすを生きる・1年（日本文教出版）」
３　主題設定の理由

（１）ねらいとする価値観
　　　公徳心を日常生活の中で具体的に生かしていくことによって、住みよい社会は実現できる。だれもが安心して生活できる社会をつくっていこうとする社会連帯の意識を高めることは、望ましい社会を実現していくためには必要不可欠である。

公徳心とは、一人一人が自分の属する社会・集団をよりよくしたいと願い、誰もがみんなの役に立ちたいと願っていることを期待し合って、自分のとるべき行動をよく考えて行動しようとする心である。一人一人がそれぞれの位置や役目の義務を果たし、人に迷惑をかけないように規則やルールを守って行動することが大切であるが、そのことだけに終始するのではなく、積極的にみんなのことを考えて行動する気持ち、それが「公徳心」であるともいえる。人々が互いに気持ちよく生活するためには、きまりを守り、自分の義務を果たすだけでなく、相手に気持ちよく過ごしてもらおうとする社会・集団の一員としてのマナー・尽力・思いやりが大切であることに気付かせ、公徳心について深く考えさせたい。
（２）生徒の実態
中学生の時期はよりよい社会を求める気持ちが強くなり、高齢者に対する配慮や自らボランティア活動に取り組むなど積極的な行動を起こすこともできるようになる。本校でも、これまで数多くのボランティア活動に取り組んできた。どの活動に対しても生徒たちは意欲的に取り組んでいた。　

しかし、その反面、社会生活を送る上での規範に対する意識が薄れたり、公の場で周囲を省みなかったり自己中心的な言動をとってしまうこともある。学校での生徒の様子を見てみると、規範意識に欠ける言動が見られることもある。そのため、他に対する思いやりや配慮、自分も集団や社会を構成している一員であるという自覚や互いに積極的に協力し合うことなどの大切さを学ばせていきたい。
（３）資料とその活用について

この資料は、登山家、野口健氏が富士山の環境保護活動に取り組む中で感じたことを手記にまとめたものである。富士山には、その雄大さにひかれ毎年多くの登山客が訪れている。しかし、一部の人たちの自己中心的な行動が、富士山の環境破壊を招いてしまっていることも事実である。その現実の中で、多くの人たちが環境美化への使命感を自覚し、互いに力を合わせ、清掃活動を実践することで、富士山の自然環境が改善されていったという事実に目を向けさせ、「みんなが意識をもち行動に移せば、世界は必ず変わる」ことを生徒に実感させていきたい。本資料を通して、自分勝手な行動をすれば物事は簡単に悪い方へ進むが、互いに積極的に協力し合おうという意識をもてばよりよい社会を実現できることに気付かせたい。そのために、中心発問で生徒から出た多様な発言を板書で内容別に整理し、価値観の相違を比較・理解し合うことで、級友の見方・感じ方から学び合いを深め、自己の生き方について自覚させていくことに力を入れたい。
（４）本時と他教科・他領域との関連
①教科　（国語）「江戸からのメッセージ」　（社会）「中世の日本」「近世の日本」
②特別活動　「社会の一員として」「学級とわたしたちの成長」
「生徒会ボランティアⅠ・Ⅱ・Ⅲ」「学年ボランティアⅠ・Ⅱ」「部活動ボランティア」

「校区美化活動」「学校祭」「３年生を送る会」「卒業式」

「講演会：命の重みと人の優しさ(被災体験をもとに)」

③総合的な学習の時間「福祉について学ぼう」「学校祭を成功させよう」
「働くということについて考えよう」

④道徳　「みんなのことを考えるとは」資料：「バスと赤ちゃん」

「他者へ配慮する心」資料：「キャッチボール」

「力を合わせ、よりよい社会の実現に努めようとする心」資料：「富士山を汚すのはだれか」（本時）

「公共の場における他者への配慮と公徳心を尊ぶ心」資料：「島耕作　ある朝の出来事」

「よりよい社会を目指し行動する心」資料：「人に迷惑をかけなければよいのか」
　　　　　　「公徳を大切にする心」資料：「稲村さんの苦悩」
４　本時のねらい
富士清掃登山に取り組んだ人々の気持ちを考え、みんなのことを考えて行動することの大切さを話し合わせることを通して、社会連帯の自覚を深め、自らの力でよりよい社会の実現に努めようとする心情を高める。
５　指導過程
	段階
	学習活動・発問と予想される生徒の反応
	指導上の留意点

	方価
向値
付へ
け
	１　登山について簡単に触れる。
・こんな重たいリュックを背負って何時間も歩くのはきついと思う。

・学校の登下校でも重くて疲れるのに、この格好で山登りなんて考えられない。
	・ゲストティーチャーが持参した登山用具を見せ、登山へのイメージを膨らませる。

	価
値
の
追
求
把
握
	２　語りを聞き、話合う。
①「富士山の五合目から上はごみがなくなった」のはなぜでしょうか？
・みんなの力が集まったことで大きな山をきれいにする力になり、富士山の自然環境を変えたから。

・登山する人たちみんながごみを拾うようになったから。

・登山する人たちの意識が変わり、ごみを捨てなくなったから。
②富士山清掃に参加した人々はどんな気持ちから行動したのでしょうか？
ア：日本一の山だから、日本一きれいな山にしたい。

イ：野口さんががんばっているその行動に賛成したい。

ウ：清掃活動している人全員の気持ちと同じ気持ちを感じたい。

エ：みんなと一緒に社会に役立つことをしたい。

オ：登山させてもらった富士山に清掃活動で恩返しをしたい。

　②'
ア：日本人として日本を象徴する山を大事にしたいから。

イ：１人で清掃活動を始めた野口さんを応援したいから。

ウ：思いをもって清掃活動をしている人たちに、参加することで応援してあげたいから。

エ：いいことすると元気が出る。社会に役立っている実感がよい。

オ：自分も登山で楽しませてもらった。同じ思いを次の人にも感じさせてあげたいから。

②”級友の意見を聞き、感じたことを発表しましょう。
・活動に参加することでみんなを応援することができるというのはなる
ほどと思った。行動は人を勇気づけられるものなんだなと感じた。

・ボランティアをすることで、自分自身が元気をもらえるというのはよくわかる。だれかのためにがんばると、自分の心が元気になることを感じた。私もみんなのためになることをやってみたいと思った。
・一人の意識の変化は全体を変える力になるんだなと思った。まず、自分が行動することが大切なんだなと改めて感じた。
	・①では一人一人が意識をもち、力を合わせることでよりよい社会を実現できることに気付かせたい。

・②では、筆者の清掃登山の活動を知ることで富士山の環境の悪さに驚き、良い環境に戻さなくてはならないという人々のもった使命感についても感じ取らせたい。

・②'では、登山清掃に取り組んだ筆者が登山家であるという特殊性のせいにしないように配慮する。

・②”では、自己中心的で自分勝手に行動すれば簡単に悪い方へ進むが、互いに積極的に協力し合うという意識をもてば、よりよい社会を実現できることに気付かせたい。

	自
己
の
生
き
方
の
自

覚
	３　話合ってきたことをもとに自分のこれまでの生活を振り返る。
　・登下校にいつもゴミ拾いをしているおじいさんを見かける。自分から町をきれいにしようとする気持ちに心を打たれた。
・東日本大震災では、被災された方のために献身的なボランティア活動をされている方々の姿に感動した。被災された方々も自分本位な行動をせず、みんなのことを考えた振る舞いをしていることに感動した。
	・３では、話合いで見つけたキーワードをもとに、自分の今までの生活を見つめ直す。すぐに事例が出ないときは、授業者が見つけた事例について語り、その後、それを例として考えさせる。

	終末
	４　「心のノート」をもとに、教師の話でまとめる。

	・公徳心をもち、互いに配慮し合いながら生活することの大切さについて気付かせる。


６　評価
自分も社会を構成する一員であるという自覚を深め、互いに協力し合いながら、よりよい社会を実現させようとする気持ちを高めることができる。
ア～オのうち自分の考えに一番近いのはどれですか？そう考え


た理由も発表しましょう。





「みんなのことを考えて行動する気持ち」を実感したり、意味を考えたりした機会を見つけてみましょう。





「心のノート」p96～99「自分だけがよければいい…そんな人が多くなったと思いませんか？」を読み、教師の説話を聞きましょう。











